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別紙の土佐眸勅訃牡参内をご覧ください。

○町内で不審車が走行しています。別紙の｢防犯対策について｣をご覧ください

○久し振りに3 月からカラオケと囲碁の会を再開致します。

コロナ、インフルエンザ対策として、今まで通りお一人お一人注意を忘れず行ってください。

尚、集会所の玄関に、体 温計付、手の消毒 器を設置しておりますので、

体調の悪い方はご遠慮ください。必ず使用願います。

※ 囲 碁: 毎 週 火 曜 日 午 後1:00 か ら　 場 所 集 会 所 ホ
ー

ルs'･,　9･
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駆 庶まケ款 こ鮑 二栖 肛口 凍 昭匪こ容 卯

』 所凍 ９ 肺ニル

お問合せ

1丁目副会長 中野208 －2748

3丁目副会長 斎藤090-2971-1184　　

総務部長 大久797 －6585

2丁目副会長 戸田738 －7452

4丁目副会長 金子090-7526-8679



黄泉言⑤轜⑩甘⑩へ佐朧レズ言鸞隠士 荒証言

みやぎ生協 移動店舗(いどうてんぽ)

せいきょう便 ・
３月21 日より「毎週火曜日」

いj4諸－j 幽瀞幽丿嫌迦幽幽7

K詞鴎6－シ幽幽幽４嫌幽繭幽
に お 伺 い し ま す

※訥試し期間中Ｑ利用状況にぷl,|時間や停留所Ｑ位置が変更になる可能

性もごさい寥す。

●　せいきょう便テーマソングを流します。

●　販売時間は予定です。お試し期間中鯵杓３０分程康滞在します。

●　車両点検や悪天候等で、やむなく運休や時間が前後する場合があります。

●　現金Ｑ冽･(カ･･-ﾄ ・゙ミイカ。憲息券鯵不可)でのご利用になります。

●　価格は店舗通常価格になります。

●　利用状況によっては訪問を休止する場合があります。

●　積んでいない商品はドライバーにご相談ください。

お問い合わせ
みやぎ生協慶子磁022(392)4701 店長



令和5年3月吉日

高野原おおぞら子ども会育成会

会長　斉藤　智美

高野原おおぞら子ども会

廃品回収へのご協力のお願い
日頃より子ども会の活動について、ご理解をいただき誠に

ありがとうございます。また、廃品回収のステーション回収
および分別へのご協力に心から感謝申し上げます。３月及び
今後の廃品回収開催日は下記のとおりです。今月もご協力の

ほど、何卒よろしくお願いいたします。

３ 月 ２ ４ 日( 金 曜 日)Ejlﾚﾘ"

ん
弁

糾吋ゑ‘ 佇 布剱 ｀ﾉ
べ7l4'5

※雨天決行・中止はありません

8:30 までにお近＜の

ゴミ集積所へお出しください

丿 ﾔUにy削
丿佃彩)で?

で ゛
yし 町ｔ ぬ Ｑ Ｑ“

ｙ
ヽ

今後の廃品回収実施日（毎月第四金曜日）　゛

2023/3/2 ４

お問い合わせ先 担当 菅原（080-1680-1092 ）



高野原町内会会員　各位

令和５年1.月２９日

高野原町内会長

三浦みさ子

防火防犯部長

保志紀昭

高野原町内における防犯対策について（連絡）

日頃より町内会活動にご協力頂き誠にありがとうございます。

先日、高野原２丁目地内において不審車両の情報が寄せられました。

尚、この案件については、大沢駐在所に通報済みです。

今………-度町内の皆様については、昨今の状況を踏まえて、より……一層のご近所

同士で連携強化をしつつ警戒のほど宜しくお願い致します。

各ご家庭での防犯のポイントを載せますので参考にして下さい。

願 皿 謂

皿羅幽皿

0 ぐ::

會席防犯診断のポゲ ／卜

妬

高野原町内会のホームページにも載せてありますが、ヽ =町内で

不審者、不審車両等の情報がある場合は、迷わず１１０番通報

をしましょう。

巣

硲
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令和５年３月１日○～３月７日Ｑ

お出かけは　マスク戸締り　火の用心

= 皿 謐 ㎜ 皿 ａ
一　

１位　　 放火（疑い含む）　63ｲ 牛

２位

３位

たばこ

こんろ

電気関係

１位

位

Å
位

２
　
３

４位

９ 聊Ｐ
次の点に注意しましょう!

① 外部から強し

与えない。

② 高温下で使用
・放置しない。

③ 捨てる時は
適切に処分する

電 気 関 係

放 火( 疑い含む)

こ ん ろ　

た ば こ

5７ 件30

件25

件

１７ 件

５位　　　 ストーブ　　 １５ 件　　　　　　　　　 ５位　　　 ストーブ　　 １１件

※電気関係は「電灯・電話等の配線」・「電気機器」・「配線器具」・「電気装置」の合計です

※「仙台市火災統計」により作成。

０ 必要に応じて点検を実施する。

＠ 電気器具等は、正しく使用する。

０ 使用しない時には、コンセントから抜く。

○ 危険なたこ足配線はしない。

＠ 差込プラグに付着したほこり等は取り除く。

０ 傷んだコードは使用しない。



６

つ
の
対

策

④
｜

ソ啄
JXさいうちに火災を

こめ消火器を置く

4 夢; 回 ③ 秘 ｅ

住宅用火災警報器は　　ｊ･|
－l･

・住宅用火災警報器は　
ー　　　 ｀･･Ｓｉ ” ‾

定期的に点検し、　　　－≡=ill　　部屋の整理整頓

10年を目安に交換する

¶l●il　　

寝具･衣類･カーテンに防炎品を

⑤

,早期避難

『rill j rO 』ｊJ7[:]j

ヽi。　 圖|| ㎜ ・　 ・ 皿|

家でも避難経路と避難

方法を確保し備える

婦人防火クラブは、｢家庭や地域から火災を出さない｣ を合言葉に火災予防に関する知識

の習得や､ 地域全体の防火意識の高揚を目的に活動している組織です。

現在( 令和４年４月１日時点) 仙台市内では主に町内会を母体として４５７のクラブが結

成され、活動しています。

婦人防火クラブは火災予防以外にも、地震などの大規模な災害への備えとして防災面での

知識の習得や､ 応急手当のやり方など、地域の防火防災の担い手として、安全で住みよい地

域づくりを目指し励んでいます。

婦人防火クラブを結成したい! 婦人防火クラブに入りたい! など興味がありましたら、ぜ

ひお近くの消防署にお問い合わせください。

tli

防火防災訓練に参加し

地域ぐるみで防火対策

を行う

々

|Iu』首市冽15万局　宵某冽防者　呂戦野消防署　若林消防署　ｘ日消防署　 泉消防署　 宮城消防署ﾌ習 四 阿 胃 閤｣ じ謬 苛 烈 犀 昨 年 隋 し昌 幄 し惣 燃 〕

仙台防火委員会 （公社）仙台市防災安全協会 2023.2
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古くなると、電子部品の劣化や電池切れなどで　　　　1
函ﾖ｝

火災を感知しなくなることがあるんだ．

とても危険だよ！ お宅は大丈夫？　　　　　1 櫛　　
Ｓ

＠ り

初期故障期､..　　　偶発故障期　　　　．．． 摩耗故障期

(回? 証)　

。

回E?
永

ち　 、ヽ
゛;

¶

本体は摩耗故障期のままです。　●●●
Ｘ　

故障率曲線　　　　　lr ”

／

警報器のボタンを押す、
またはひもを引いて音を確認する

4

。

八/　　 ’ ‘:`
謳 ．

・正常な場合

｢ピーピーピー｣、｢ピーピーピー火事です｣、

｢正常です｣ など

※警報音はメーカーや

製品により異なります。

・電池切れの場合

｢ピッ…　ピッ…｣

・故障の場合

｢ピッピッピッ… ピッピッピッ…｣

※電池のコネクタが、本体にしっかり

差し込まれていないと音が鳴らない

場合もあります。

使用期間→

家電製品の標準的な使用期間は、

一般的にフ年から10 年といわれ

ています。住宅用火災警報器も

同様です。電子部品の劣化や電

池切れなどで、火災を感知しな

くなることがあり、とっても危

険です。

警報器の設置年月や

製造年月を確認する

設置年月記入場所

2006 年1月設置

製造年月記載場所

(裏 面)

製 造年月2007.10･

記入場所はメーカーや製品によって異なります。･

設置後間もなく電池が切れた場合は、

販売店またはメーカーにご相談ください。

／　お問い合わせ

ウ ェ ブ で ブ ザ ー 音 が

確 認 で き ま す 。

|とりカエル プザー則I 覆I　　 し　　　 ＿ 。 、｡｡

裏面で住宅用火災警報器の交換診断をしてください。

Ｗ一般社団法人日本火災報知機工業会



佳宅用火災警報器 診断書の書き方(記入例)

家の

下の記入例を参考に、ご自宅の警報器をすべてチェックしてく ださい。

住宅用火災警報器 診断書

診 断者：

|正常晋|が鳴動していて、製造後110年未満|

の場合は、11tiF弓１ にチェック!

|正常音|が鳴動していて、製造後110年以上|

の場合は Ｆヽ ＦＭ 汗１ にチェック!

|音が鳴らない|場合は、製造後の経過年数に

関係な＜IRfi や゙ 4FIUにチェッワ!

|電池切れ|、|故障音|が鳴っている場合は、

製造後の経過年数に関係な＜ｌ脇 盾;ｉ漣･

にチェック!

診断日 ：

住宅用火災警報器 診断書

診 断 科目 �� ’

゛゙ i’7::1　　 ’　　 ’:: ‘　

ど ん な 音 が 鳴 り ま し た か ？ ����E

監 遜10

年経過していますか? ��

り　　

｀`　　　　 ’毒` 　゙ 　　　　
．

訟　　 ．
Ｕ 

。
二゚

胆 尚

卜’　　 ・．、
．　　　　　 。、

診断場所 � 部屋名称 �正常 音 �　
電池

切れの音 �故障音 �　
音が

鳴らない �
１０年 未満 � １０年以上

�m �四 �4朔

寝室 ��

口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口

��口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口

��口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口

��口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口

��口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口

居 間 ��口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口

台 所 ��口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口

階 段 ��口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口

その他 ��

口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口

��口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口 � 口

電池を交 換しても 、その後 機器自体 が故障 する 場合があ りま す。 すぐに、新 しい警報 器に交 換してく ださ い。

古い警報 器を廃棄 する際 は、市町 村の廃棄ル ール に従 ってく ださ い！

無断杷讐竺止　2020.1.100.0001ＮE
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青 葉 区

－

－

幽

幽

麹

麗

麗

●

闇

闇

●

大
地 域 共 通 の 課 題 に 取 り 組 む

青葉区連合町内会長協議会（略称：区連協）は、青葉

区内38 の地区連合町内会長で組織しています。各地区奎

合町内会相互の情報交換や行政との意見交換を通して、

地域のコミュニティ形成と活性化など、地域に共通する

課題に取り組むとともに、関係機関への働きかけを行っ

ています。

定期総会や年３回の定例会、役員会での協議のほか、

新任町内会長研修会をはじめ、円滑で充実した町内会運

営に向けた各種研修会などを開催しています。

青葉区連協だより2023.3

N0.35

●
・ ●麗麗●麗■菌麹菌魯麗麗

皿

倣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 耳
●

●

闇

闇

■

麗

麗
－

－

■

■

■

■

・

幽

－

・世 帯 数　16 万7,944戸（2万9,525戸）　：
●町内会数　 ５０８(７９)町内会

うち区連協加入469(77) 町内会

・人　　口　31 万3,981 人(7 万4,565 人)　

男15 万2,247 人(3万5,936 人)
女16 万1,734 人(3万8,629 人)

：　
（　 ） は 宮 城 総 合 支 所 管 内 で 再 掲　　　　　　　　　　　　　

：

：　
人 口 、 世 帯 数 は2023 年2 月 １日 現 在 （推 計 人 口 ）　　　　　

：

：　
町 内 会 数 は2022 年 ６ 月 １ 日 現 在　　　　　　　　　　　　　

：･;

●
匍●●扁●睡Ｉ ●朧圖蜀欄・・・ ●麗疆●●■・・・ 圖●囃塵●●●●●●●■・・ ●目 鏑●

●
耳

翁
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紹

今
年
度
は
３
年
ぶ
り
に
仙
台
市
総
合
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
葉
区
は
1
0月
１
日
に

小
松
島
地
区
で
、
宮
城
総
合
支
所
管
内
は
Ｈ
月
1
2

日
に
南
吉
成
地
区
で
行
わ
れ
、
地
域
の
多
く

の
方
が
参
加
し
、
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

近
年
、
予
測
不
能
な
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
、
訓
練
を
通
じ
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備

え
の
必
要
性
、
防
災
関
係
機
関
及
び
地
域
と
の

連
携
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
地
域
防
災
力
向

上
を
図
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
各
地
域
の
防
災
の
課
題
に
つ

い
て
把
握
し
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化
や
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
等
を
図
り
な
が
ら
皆
様
へ

情
報
提
供
や
支
援
等
を
行
つ
て
ま
い
り
ま
す
。

吉
渾
副
会
長
（
防
災
担
当
）

小
野
寺
防
災
担
当
理
事

影
山
防
災
担
当
理
事
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 ｒｌ
 Ｒｓ

尉

心
ｕ

ｕ

Ｇ
ｕ

石
石

紹

絲
石

く
く
く
石

く
石

紹

昨
年

度

よ

り
引

き

続

き
区

中

心

部

の

マ
ン

シ
ョ
ン
に
お
け

る
町
内
会

づ
く
り
を
促

進
す
る

た

め
「
マ
ン

シ
ョ
ン
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形

成
促
進

検
討

会
」
を
開
催
し

、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形

成

に
取

り
組
み
ま
し

た
。
今
年

度
は
2
6棟
の
マ

ン

シ
ョ
ン
（
上
杉

・
木

町
・
通

町
地
区

）
を
訪

問
し

、
町
内
会
の
結

成
や
加
入

な
ど
の
呼
び

か

け
を
行

い
ま
し
た

。

ま

た
、
令
和
４
年
Ｈ

月
３

日

に
３

年

ぶ
り

に

開
催

さ
れ
た
区
民
ま

つ
り

で
は

、
区

連
協
ブ

ー

ス
を

設
け
、
町
内
会
加

入
の
啓

発
活
動
を
行

い

ま
し

た
。
多
く
の
方
に

お
越
し

い
た
だ
き
大

盛

ド

轟

額
朧
飯『

…
……

青

葉

区

長

會

田
　

義

克

青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
並
び
に
町
内
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ

り
仙
台
市
政
及
び
青
葉
区
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た

だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
配
慮
が
欠
か
せ
な
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
町
内
会
活
動
を
継

続
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
市
政
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
は
、
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
町
内
会
の
重
要
性
や
必
要

性
を
改
め
て
広
く
周
知

し
、
町
内
会
活
動
を
後
押
し
す
る
な
ど
支
援
の
強
化
に
取
り
組
む
「
町
内
会
応

援
！
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
青
葉
区
役
所
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が

抱
え

る
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
を
、

迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
、
適
切
な
感
染
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
広
場
や
定
禅
寺
通

で
の
イ
ベ
ン
ト
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
青
葉
区
民
ま
つ
り
に
は
多
く
の

市
民
の
方

が
集
ま
り
、
活
気
が
あ
ふ
れ
賑
わ
う
ま
ち
の
様
子
に
新
た
な
日
常
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ら
に
地
域
の
活
気
が
取
り
戻
さ
れ
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
区
政
運
営
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願

い
申
し
上
げ

ま
す
・
　
　
　
　
　

卜
心

況
の

う
ち
に
終

え
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

こ

れ

か

ら

も
コ

ロ

ナ

禍
を

乗
り

越
え

た

先

に
、
地

域
活
性
化

を
町

内
会

と
し
て

ど
の
よ
う

に
進

め
て

い
く

べ
き
か

検
討
し

て
ま

い
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

古

山
副
会

長

（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

担
当
）

堀

江
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
担
当
理
事

ｊ

ｊ

丿

ゆ

丿

丿

丿

ゆ

丿

ｊ

ｊ

多

多

汲

―

汲

汲

汲
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ｌ
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螢

昌
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ｙ

１

５
　

１
　

１
　

ｒ

ｌ
　
－
　

一一
　

ｆ
　

１
　

６
　
　
　

４
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一
　
　

一

心

必

ぐ

く

屯

咸

く

ダ

ダ

ダ

く

心

く

く

く

く

く

く

◆

推

計

曜

順

行

ご

゛

色

‰

言

靉

門

言

ぺ

れ

器

長

に

特

に

リ

ハ

バ

ツ

付

皺

回

せ

て
、
「
令
和
４

年
度

町
内
会
活
動

の
手
引
き
」

を
全

町
内
会

へ
送
付

い
た
し

ま
し
た

。

◆
連
合
町
内

会
長
研

修
会

（
２

月
1
3日

、
パ

レ
ス

ヘ
い

あ
ん
）

「
町
内

会
加

入

促
進

や
地

域
活

性
化

へ
の
取

り
組
み
」

を
テ
ー

マ
と
し
て

、
連
合
会
長
３
名

よ
り
地
域

で
の
活
動

事
例
を
紹

介
い
た
だ
き

、

そ
の
後

グ
ル

ー
プ
ワ

ー
ク
を
実

施
し
、
各
地
域

の
町
内
会
加

入
促

進
へ
の
取
り

組
み
や
課
題

に

つ

い
て
意
見

交
換
を
行

い
ま
し

た
。

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
予
定
ど
お
り
事
業
を

進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
各
地

域
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
参
考
と
な
る
事
業
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

霜
藤
副

会
長

（
総

務
担
当
）

軍
司

総
務
理
事

青葉区連協だより
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北
六
地
区
連
合
町
内
会

会
長

畑

林
　

義

美

北
六
地
区
連
合
町
内
会
は
７
つ
の
町
内
会

で
構
成
、
世
帯
数
約
2
7
0
0

世
帯
で
す
。

北
側
に
仙
台
東
照
宮
が
鎮
座
し
、
五
城
中
、

北
六
番
丁
小
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
児
童
館
が
あ

り
、
ま
た
門
前
町
と
し
て
「
お
宮
町
」

が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
古
く
か
ら
の
商
店
も
あ

り
、
穏
や
か
な
地
域
で
す
。
し
か
し
、
昨
今

高
齢
者
の
増
加
と
集
合
住
宅
へ
の
新
規
居
住

者
も
増
え
、
更
に
若
い
世
代
の
参
加
意
識
の

希
薄
化
で
一
体
感
の
あ

る
活
動
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
例
年
地
域
で
取
り
組

ん
で
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
、
地
域
合

同
防
災
訓
練
、
学
区
民
運
動
会
等
を
通
じ
て

各
世
代
と
の
協
調
性
を
育
ん
で
き
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
こ
こ
数
年
ス
ト
ッ
プ

状
態
で
す
。

こ
の
状
況
下
で
し
た
が
、
規
模
縮
小
し

て
、
1
0月
に
避
難
所
立
ち
上
げ
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
内
容
は
、
ト
イ
レ
を
始
め
、
５
つ

の
器
械
の
組
立
て
設
置
で
4
0人
が
参
加
し
ま

し
た
。
続
け
る
こ
と
で
「
出
来
る
人
」
を
増

や
す
狙
い
で
す
。
今
後
共
地
域
特
有
の
課
題

解
消
で
「
住
み
心
地
の
良
い
町
」
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

給水栓の説明を受ける参加者

南
吉
成
学
区
連
合
町
内
会

会
長

斎

藤
　

和

平

南
吉
成
学
区
連
合
町
内
会
は
、
仙
台
市
西

部
の
高
台
に
位
置
し
、
四
季
折
々
の
自
然
が

楽
し
め
る
権
現
森
林
、
さ
ら
に
北
環
状
線

沿
い
に
は
商
業
施
設
が
立
ち
並
ぶ
調
和
の

と
れ
た
地
域
で
す
。
７
つ
の
町
内
会
、
約
4
6
0
0

世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
確
認
か
ら
３
年
が
過

ぎ
、
多
く
の
町
内
会
活
動
が
中
止
・
順
延
が

続
く
つ
ら
い
日
々
で
し
た
が
、
令
和
４
年
度

宮
城
総
合
支
所
管
内
総
合
防
災
訓
練
を
小
春

日
和
の
Ｈ
月
、
南
吉
成
中
学
校
で
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
総
合
支
所
、
消
防
、
警
察
、
自

衛
隊
、
水
道
局
、
地
区
関
係
団
体
、
中
学
生

を
含
む
学
校
関
係
者
の
皆
様
方
々
の
ご
協
力

の
も
と
、
５
５
０
名
程
の
参
加
が
あ
り
、

「
顔
の
見
え
る
活
動
」
で
あ
る
地
域
奉
仕
本

来
の
活
動
を
、
実
行
委
員
と
共
に
久
し
ぶ
り

に
体
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
通
し
、
防
災
意
識
の
向
上
に

努
め
「
地
域
の
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
れ
か

ら
も
努
力
し
て
参
り
ま
す

上空から撮影した ＳＯＳの人文字

χ　　　　犬

９月28日 マンションコミュニティ検討会

10月６日 第２回定例会12

月20日 第３回定例会2023

年

２月13日 会員研修会

３月下旬 第２回マンションコミュニティ検討会（予定）

３月下旬 第４回役員会（予定）

2022年

４月14日 令和３年度会計監査

４月21日 第１回役員会

５月12日 定期総会 ‥　‥‥‥万

５月27日 第２回役員会　 ＼

６月13日 第１回定例会

６月29日 新任町内会長研修会

９月15日 第２回役員会

青葉区連協だより2023.3
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(4)

町
内
会
活
動
等
の
功
績
で
表
彰
を
受
け
た

青
葉
区
連
協
関
係
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

liu　 ン賜 四
回 朧
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袖
潭

勝
義
（
川
前
地
区
連
合
町
内
会
長
）

佐

藤
　

壽

夫
（
前
・
上

杉
地
区

連
合

町
内
会

長

）

畑

林
　

義

美
（
北

六

地

区

連

合

町

内
会

長

）

東

海
林

時

雄
（
広

瀬
地

区

連

合

町

内

会
長

）

■
町
内
会
長
特
別
表
彰

▽
北
仙
台
＝
玉
造
豊
（
勝
山
町
内
会
）

▽
立
町
＝
熊
谷
祐
次
（
元
鍛
冶
丁
親
睦
会
）

▽
八
幡
＝
川
上
良
雄
（
中
島
丁
町
内
会
）

ﾖ 監　　　

” ’ ごｰ　　　 ’　　r　M だ

■
町
内
会
長
勤
続
2
0年
表
彰

▽
台
原
北
部
＝
児
玉
静
夫
（
北
黒
松
町
内
会
）

■
町
内
会
長
1
0年
以
上
勤
続
退
任
表
彰

▽
東
六
＝
佐
藤
裕
子
（
杉
山
む
つ
み
町
内
会
）

▽
東
六
＝
池
川
豊
年
（
車
通
南
部
町
内
会
）

▽
東
六
＝
藤
本
保
之
（
六
新
町
内
会
）

▽
台
原
＝
安
積
　
惇
（
台
原
町
内
会
）

▽
桜
ヶ
丘
＝
吉
田
敏
樹
（
桜
ヶ
丘
町
内
会
）

▽
立

町

＝

今

野

義
雄
（
立

町

親

和

会

）

▽
国

見

＝
高

橋

好

徳
（
北

山

北

部

町
内

会

）

▽
折

立

＝
畠

山

妙

子
（
公

社

住

宅

町
内

会

）

▽
大

倉

＝
結

城

勝

美
（
大

倉
栗

生

町
内

会

）

▽
大

倉

＝
小

林
　

守
（
定

義

町
内

会

）

▽
大

倉

＝
平
　
　

武
（
白
木

町
内

会

）

■

町

内

会

長

勤

続
５

年
以

上

勤

続
退

任

表

彰

▽
荒

巻

＝
藪
　

時

光
（
北

山

青

峯
会

）

▽
錦
ヶ

丘

＝
色

川

善

信
（
錦
ヶ
丘
八
丁
目
自
治
合

会

長島
田
　

福

男
（
川
平

学
区

連
合
町
内

会
）

副
会

長
斎
藤
　

和
平

（

南
吉
成
学
区
連
合

町
内
会

）

古
山
　

健
造
（
五

橋
地
区

連
合
町
内

会

）

吉
潭
　

秀
晃
（
国
見

地
区

連
合
町
内

会

）

総
務
理
事

軍
司
　
　

啓
（

折
立

学
区

町
内
会

連
合
会

）

会
計
理
事

後
藤
　
　

潮
（
八

幡
地
区

町
内

連
合

会

）

コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
担
当
理

事

堀
江
　

良
彦

（
木

町
通
学
区
連
合

町
内
会

）

防
災
担
当
理

事

小
野

寺
　

彰

（
北
仙
台
地
区
連

合
町
内
会

）

影
山
　

明
彦

（
錦
ケ
丘
連
合

自
治
会
）

会
計
監

事

畑
林
　

義
美

（
北
六
地
区

連
合

町
内
会

）

■
町
内
会
役
員
特
別
表
彰

受
賞
者
３

名

■
町
内
会
役
員
勤
続
1
0年
表
彰

受
賞
者
6
1名

前
台
原
北
部
連
合
町
内
会
長
の
菅
井

昇
様
が

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
存
命
中
の
ご
功
績
を
讃

え
る
と
と
も
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

／一
ｌＩ
｀
Ｄ

-III丿J

§

一 嘉ヽ - ¨

一一一　、

､.、1襲

誤

蕪 順 斗

損

朧 語

令
和
３
年
度
を
も
っ
て
連
合
町
内
会
長
を

退
任
し
た
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

足
利
　

允
鴻
様
（
東
六
）

加
藤
　

幸
夫
様
（
旭
ヶ
丘
南
部
）

関
谷
　

成
美
様
（
旭
ヶ
丘
）

加
藤
　
　

茂
様
（
中
山
）

渡
遁
　
剛
伯
様
（
通
町
）

竹
丸
　

美
晴
様
（
貝
ヶ
森
）

熊
谷
　

英
昭

（
吉
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令和４年度 いきいき青葉区推進協議会

ら
第30 琴

－　　　　　　　　・

他 自 撰 府 信 認H2 区民一事業者･行政が連携と協調をj架めな俘ら、主体的､自立的な青葉区のまちづくり活動を推進する組織ですO

ぶ轟蕃Vﾇj ぶﾍﾟｺ ぐ゙7 ご1:回で　町内会、学区民体育振興会、地区社会福祉協議会､ 小・中学校ＰＴＡ等、さまざまな地域づくり関連団体が会

牡謬悪言言 ま]j 狸 閃石田当　員となっており、青葉区が運営を支援しています。



「再開､ そして再会。」を キャッチフ

レーズに､秋晴れの下､3 年ぶりに青

葉区民まつりを開催しました。

実施に当たり､多くの学生や社会人の

ボランティアの皆さんにお手伝いを

いただいたほか､中心部商店街や企業

の皆さんから各種協賛をいただきま

した。会場内の３つのステージでは、

仙台すずめ踊りやフラダンス､吹奏楽

などのステージパフ ォーマンスが行

われ､区民の皆さんの日ごろの練習の

消火器体験ブ ースでは､ 子どもたち が楽しみ

ながら 消火 器の使い方を 学びました。

成果が披露さ れました｡また､子ども

向けの体験コーナーやワークショッ

プなどのさまざまな企画ブースのほ

か､地元の食などを楽しめる飲食ブー

スや牛ッチンカーの出店､豪華景品が

当たるスタンプラリー大抽選会など

が行われ､来場者は思い思いにまつり

を楽しんでいました。

3年ぶりの開催となる宮城地区まつりは､野菜販

売などの出店や子どもが色々な遊びを楽しめる

コーナー､地域にゆかりのある団体による多彩な

ステージ発表などで賑わいました｡また､夜はコ

ロナ収束を願ってイルミネーション点灯や花火

打上げを行い､昼夜ともに多くの方にご来場いた

だきました。

当
日

は

時
折
小

雨
が

降

る
中

で

も
、

親
子
連

れ

な
ど
多

く
の
方

で

に

ぎ

わ
い

ま
し
た

。
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地域住民の皆さんが主体となっ　４･－ ∠＞

て､地域の課題解決や魅力づく

りに取り組む事業です。宮町地

区では､｢ 歴史を伝え､未来をつ

くる『お宮町』｣を目指し､今後の

活動方針やアクションを計画に

まとめていくため､地域の皆さ

んで活動を進めています。

現代版の風土記として､今日現在の地域の状況や遡れる限りの歴史を地域

の皆さん自らで調べ､冊子に取りまとめる事業です。

これまで地域で発行さ れた風土記は､青葉区役所まちづくリ推進課の窓口

にて販売しています。窓口で見本を閲覧することができますので､ぜひお

｀手に取ってご覧ください。

・ 八 幡 地 区 ・ 国 見 地 区 ・ 川平 地 区

・ 荒 巻 地 区 ・ 折 立 地 区 ・ 旭ヶ 丘 地 区　

・ 木 町 通 地 区 一通 町 地 区 ・ 宮 城 地 区　r4w

｀　"吻　　　　　　　　　　　　　IIm 二国 羅 皿 回 国

・桜 ヶ 丘 地 区 ・五 橋 地 区 ・片 平 地 区

・小 松 島 地 区 ・中 山 地 区



玉フリーライターで青空編集室主宰の西大立目祥子さんを講師に迎え､瓦を

はじめものづくりが盛んだった通町エリアのまち歩きを行いました。通町

で焼かれた屋根瓦がいまだ残る家

並みを見学したり､当時のまちの

造りなどのお話を聞いたりしなが

ら歩くことで､楽しみながらもの

づくりの歴史に触れることができ

ました。

こ講話では､ 遺跡から 出土 した資料を中 心に

瓦造りの歴史を 学びました。

このほか､12 月に㈱永勘染工場の

猪俣鉄平さんを講師に行った｢藍

で染める型染め体験｣など､ものづ

くりの魅力を実感する講座を実施

しました。

一々 に ヅ

仙台の歴史､民話などを紙芝居の製作･上演を

通して次世代に伝えていく事業です｡令和４年

度は､青葉区民まつりや地底の森ミュージアム

等での紙芝居上演会のほか､上演スタッフ育成

のため、３年

ぶりに上演体

験会を行いま

した。皆さん

からの上演依

頼もお受けし

ています。

ｎ Ｊ

回ﾚ

jlj; 71jl 

=
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゛゙ ﾂ≪ー暫

鈴木　憲一　さん

落合･栗生地区において､毎朝地域

を周り清掃活動を行うほか､子ども

たちに美化活動の意義をお話しす

るなど､児童の健全育成にも寄与し

ています。また､地域の高齢者宅の

雪かきや声掛けを行い､安全･ 安心

に暮らせる住みよいまちづくりに

貢献するとともに､地域の歴史を伝

える活動を通して､地域を大事にす

る心の育成にも寄与しています。

⑥

~yふぺこ心

今野　均　さん

片平地区において､｢多言語ゴミ出

しルールシート｣の作成や外国人留

学生が在籍する専門学校･住民･関

係者による定期的な会議の開催を

行うほか､外国人住民も役割を担っ

て参加する防災訓練を実施するな

ど､外国人住民と共生するまちづく

りを積極的に進めています。

ゴミ拾いを 行う鈴木さ ん｡タバコの吸い殼
の本数を数えて統計をとっているそうです
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多文化防災ワ ークショップの打ち合わせ

の様子｡手前右から3 番目 が今野さんO

… ……万言 ビ 毛 き二ll
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魅力ある青葉区をつくるためにさまざまな活動を行い、

その活動内容が優れている方々を､令和4 年11 月3 日開催

刀青葉区民まつりにおいて表彰しました。

右から2 番目が鈴木さ ん､4 番目 が今野さ ん



ほたるに関心を 持ってもらうため､絵画･作文コン

クールや放流会を今年度も行ったほか､3 年ぶりの

青 葉 区 民 まつ

引こ参加しまし

た｡ ホタルまつ

り は 各 地 区 に

よって中止や規

模縮小もありま

したが､ で きる

ことから始 め、

来 年 度 はさ ら

に 工 夫 し た 活

動ができるよう

に 準 備 を 進 め

ています。

まちづくり活動
助成事業

｢鰹 ○ ば リ Ｘ 大 介 ダ ム ∧ 縦 谷 牡 牛

今年度は地域在住のイラ ストレ ーターに依頼し

て大倉地域の伝説を モチ ーフ にチラシを 制作す

るととも に､来場記

念 とな る 撮 影 用 パ

ネ ル の設 置 やし お

りの配 布､キッチン

カ ー の出 店 など 新

た な 試 みを 行い ま

し た｡ ま た､ダ ム管

理 事 務所 の 協力 に

よ り 、雑 木 を 整 理

し､元気 に泳ぐ 鯉の

ぼり を 見 や すく し

ました。

今年度3 年 ぶりに開催された宮城地区まつりに出

店して､回文クイズや回文おみくじを実施しまし

た｡また､日本ことば遊び回文コンテストを実施

し､入選した作品はホームページhttp://kajbｕｎ.

ｍｃｐｕ･jp/に掲載しています。

地域における市民と行政の 協働による まちづくりを 進める ため､自主的･自 発的 にまちづくリ 活動に取り組む

市民団体の活動に助成金を交付する事業 で､1月 から2 月 にかけて募集を行 っていま す｡区民の皆さんのまちづ

くリ活動が､地域に根差した 継続的で自立した事業へと発展するよう支援します。

四 国 皿 圖　
環 境教 育と地 域 交流の　　　 特定 非 営 利 活 動 法 人

融 合　　　　　　　　　　　I 白杜

白 沢カ ルデラプ ロ ジェクト　 白沢カルデラ

実 行委員 会　　　　　　　　 プロジェクト実行委員会

１お ばあちゃんの玉 手箱

１～ 手仕事ワークショップ～

美術公募展｢ 第11 回　せんだ

い21アンデパンダン展2022｣

定禅寺リビングストリート2022

青葉の風ﾃﾗｽ を活用した屋外D｣ｲ ﾍﾞﾝﾄ

における新たなｺﾐｭﾆﾃｨ づくﾘ

一般財団法人

仙台YＷＣＡ

せんだい21 アンデパ

ンダン展実行委員会

定 禅寺リビン グスト

リートプロジェクト

一般社団法人IKI

ＺEＮ

謡　栗生流をひろめる事業　　 栗生の民俗をたずねる会

く(国見ヶ丘)よ(吉成)み(南吉成)

の自然を守る･歴史文化を 伝える

子育 てサロンおよび 認知症

カフェ等の共催運営事業

とも に学び一 緒 にアクショ

ン･ 八幡町SDGS 商店街

くよみ郷土 研究会

学校 林である青 陵の森 において､自 然保護 活動を行うことで森の安 全を維持

しながら､自 然観察会を 定期的 に開 催することにより環境 教育の重要性を 啓

発し､地域交 流の場としての活用を 促します。

白沢カルデラ･広瀬川の地質､地形等の自然資産を活かして､地域における大地の成

り立ちや歴史を学び､将来的には広瀬川ジオパークとしての登録を目指します｡地域

内の町内会や関係団体等との連携を強化し､地域コミュニティの活性化を図ります。

多くの世代 が交流 する場を設けることにより｡ 孤立･ 孤独の解消につながる新

たなコミ ュニティを 創るため､ 高齢 者や子育て世代など､ 誰も が安心して過ご

せるような手仕事ワークショップ を開 催します。

審 査がなく誰でも 参加ができる公 募展を､ 仙台市内の 複数箇所の民 間ギャラ

リーや町内会の管理 スペースを会場として開 催することで､表 現者と観覧者 の

新たな交流の機会 創出 や､地域の魅力･ 活力 を高めることにもつなげます。

地 域の顔が見える日常 的な賑わいづくりのため､ テーブルセットやベン チ等を

歩道 へ設置するほか､出 店イベント等 の実施 により、コミュニティの場 の創出

を目指します。

市営地『卜鉄駅併設の屋外テラスを利 用し､ ウィズコロ ナ時代 に即したＤ』イベン

トを開 催します｡ ワークショップ や県 内食材を 使用したテイクアウト等 も実施

し､ 幅広い世代が楽しめる機会を生み出します。

「栗生流｣ と呼ばれる謡の文化および習俗を調査整理し､ 保存します｡ 出版した

書 籍を基 に､Ｗｅｂ公 開やパネル展示 など広 報活動を 行い｡ 謡 の後 継者の発

見､ 育成を目指します。

地 域に愛 着を持た せ､ 共通の 想いを 創るためには､ 地 域の自然･ 歴 史文化を

知ってもらうことが必要と考え､ 地 域住民を 対象とした自然 観察会 の開催 や

街道歩きガイドマップの作成を行います。　　　　　　　　　　　　　　　 ＝

地域の中にある子育てや高齢者向けの既存団体等と共催で､子育てサロンや認知症カフェ １

一 般 社 団 法 人 ＷＩＴＨ　　 等を運 営します｡自 助だけでは困 難になってき てい る地域活動を､ 既存団 体と の共催とい １

＝う形で不足部分を 補いながら､地 域のコミ ュニティカを最大限 に生かして企画 運営します。 ｊ

八幡 町商店街フ 　ッ ゴ　
：ＳＤＧ Ｓにつ い て､ 地 域住 民･ 商 店 主･ 子 供 た ち が 楽し み な が ら｢ 気 づ き･ 学 び･ ア ｉ

一一　
Ｏ占　 ノ

ム
‾

ユ　
ク ショ ン｣ して い ける 仕 組 み と 場 づ くりを 行 い ま す｡ リ アル･ オ ン ラ イン の ハ イ ｜

－７イ(八幡町商店 創　　　 プ` リ ッド の セミ ナ ふ やハ ロ ウィンイベ ント な ど を開 催し ま す 。　　　　　　　 １

ＡＥＤ(自動体外式除細動器)を貸し出し ます
市民の方が参加するスポーツ大会・イベント・講習会などにご活用ください。

お問い合わせ:青葉区まちづくリ推進課　TEL225-7211　内線6138　 宮城総合支所まちづくリ推進課　℡392-2111

編 集･ 発 行 い き い き 青 葉 区 推 進 協 議 会 事 務 局( 仙 台 市 青 葉 区 ま ち づ く り 推 進 部 ま ち づ く り 推 進 課 内)

〒980-8701 仙 台 市 青 葉 区 上 杉 一 丁 目 ５ 番 １ 号 電 話:022-225-7211 内 線:6136 ～6138

発 行 日 ： 令 和5 年2 月　 印 刷 ： 東 北 紙 工 株 式 会 社
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こ のパン フレ ットはリ サイ クルで きま す｡(｢ 雑 がみ｣ へ)

環境教育と地域交流の融合

おばあちゃんの玉手箱

～手仕事ワークショップ ～

定禅寺リビングストリ ート2022

儡iヰａ
内線5134

会報編集会議メンバー(協議会役員)

会　 長　 亀田　 治

副会長　 浅野　るリ子

干葉　富士男

加藤

渡澄

晴美　 古山　 健造

博之



令 和 ５ 年 ３ 月り仙 台 市 連 合 町 内 会 長 会 だ よ第32 号（ １ ）

令和５年〈2023年〉３月

第32 号
発　　　 行

仙台市連合町内会長会

〒980-0802

仙 台 市 青 葉 区 二 日 町１番 ２３号

仙　 台　市　 地　域 政 策 課　内

電 話022 －214 －3810http://wwW.Sendai-sirentyoukai.Com

男福田島

町
内
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
常
日
ご
ろ
か
ら
本
会

の
運
営
に
対
し
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

が
続
く
中
で
の
町
内
会
活
動
に

大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
う
し

た
中
で
も
、
様
々
な
工
夫
を
こ

ら
し
、
防
災
・
防
犯
や
高
齢

ぺ
’

″Ｓ
１

ご
あ
い
さ
つ

仙台市長

郡　 和 子

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会
の

皆
様
に
は
、
本
市
の
市
政
運
営

に
対
し
、
日
頃
か
ら
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
と
り

わ
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
以
後
は
、
地
域
活

動
に
様
々
な
制
約
が
生
じ

る

中
、
町
内
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
地
域
の
安
全
・
安

心
の
た
め
、
様
々
な
工
夫
を
重

ね
な
が
ら
、
地
域
課
題
解
決
に

者
・
児
童
の
見
守
り
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
、
安
全
・
安
心
で

住
み
よ
い
地
域
社
会
実
現
の
た

め
、
地
域
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
ら
っ
し
や
る
こ
と
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
か
ら
開
催
を

延
期
し
て
お
り
ま
し
た
、
仙
台

市
連
合
町
内
会
長
会
創
立
5
0周

年
記
念
式
典
及
び
記
念
祝
賀
会

を
仙
台
市
長
、
仙
台
市
議
会
議

長
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の

方
々
の
ご
臨
席
の
下
、
1
0月
2
5

日
に
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
会
員
の
皆
様
、
関
係
各
位
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
の
賜
物
と

厚
く
感
謝
す
る
次
第
で
ご
ざ
い

６

’

・・
・’

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
1
0月
に
開
催
さ
れ
た
貴

会
創
立
5
0周
年
記
念
式
典
に
私

も
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
際
、
5
0周
年
と
い
う
歴
史

の
重
み
に
思
い
を
馳
せ
、
改
め

て
感
じ
た
の
は
、
町
内
会
の
皆

様
が
長
年
に
わ
た
り
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
欠
か
せ

な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
町
内
会
の
皆
様
を
中
心
と

し
た
地
域
の
繋
が
り
こ
そ
が
仙

台
市
の
礎
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
本
市
が
誇
る
こ
の
財

産
を
皆
様
と
と
も
に
末
永
く
つ

な
げ
て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
励
ん
で
ま
い
り
た
く
、
決
意

を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
す
。

ま
た
、
創
立
5
0周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
仙
台
市
と

の
共
催
に
よ
り
、
町
内
会
未
加

入
者
、
転
入
者

を
対
象
と
し

た
、
地
下
鉄
・
バ
ス
車
両
や
地

下
鉄
駅
へ
の
広
告
掲
出
、
新
た

な
加
入
促
進
チ
ラ

シ
等
の
作

成
・
配
布
な
ど
を
通
じ
た
加
入

促
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
作

成
し
た
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ

は
、
仙
台
弁
こ
け
し
を
デ
ザ
イ

ン
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
若
い

世
代
の
目
に
と
ま
る
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
場
面

で
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

一
‐

‘

詣

・

t
 

‐
M

．・Ｓ

卯

二
・

・
玲
・

丿

ｆ・

‐
ｆ
‐

‐
″

‘

～
－

こ
の
式
典
開
催
と
合
わ
せ
、

本
市

で

は
、

貴
会

と

連
携

の

上
、
「
町

内

会

応

援
Ｉ

プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
お
り

ま

す
。
仙

台
市

政
の

パ

ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
町
内
会
の
重
要
性

を
市
民
の
皆
様
に
広
く
周
知
す

る
た
め
、
「
仙
台
弁
こ
け
し
」

と
タ
イ
ア
ス
フ
し
て
町
内
会
活

動
を
紹
介
す
る
動
画
や
チ
ラ
シ

な
ど
を
制
作
し
、
町
内
会
の
皆

様
を
力
強
く
後
押
し
す
る
活
動

を
一
体
的
に
展
開
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
若
い
世
代

に
向
け
た
町
内
会
活
動
・
加
入

促
進
な
ど
に
関
す
る
様
々
な
取

組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
、
全
国
都
市

緑
化
仙
台
フ
ェ
ア
や
Ｇ
７
科
学

技
術
大
臣
会
合
の
開
催
を
控
え

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
終
息
は
見
通
せ
な
い
状
況

に
あ
り
、
本
会
活
動
も
様
々
な

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
、
仙
台
市
や
関
係
団

体
と
よ
り
緊
密
な
連
携

を
図
り

な
が
ら
、
住
民
自
治
活
動
の
振

興
・
発
展
の
た
め
、
会
員
の
皆

様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
各
町
内
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

丿
・

一
次

拾

句

丿

・
’
・

ｙ

。 丿

丿

・
・
″
・

乖

背

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
成
果
を
基
礎
と
し
て
、

仙
台
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
め

る
た
め
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
、
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
町
内
会

の
皆
様
と
手
を
携
え
な
が
ら
、

未
来
に
向
け
、
果
敢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
町
内
会
の
皆

様
の
引
き
続
き
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
会
の
益
々
の
ご

発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会

令

和

４

年

度

活

動

状

況

▼
定
期
総
会

６

月
１

日
、
「
パ
レ

ス
へ

い
あ
ん
」
に
お
い
て
、
３
年

ぶ
り
に
対
面
で
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

当

日

は
、

議

事

に

先

立

ち
、
1
0年
以
上
勤
続
会
員
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
５
名
の
会

員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
７
頁
）定期総会

令
和
３
年
度
事
業
報
告
、

令
和
３
年
度
会
計
収
支
決
算

報
告
及
び
監
査
報
告
、
令
和

４
年
度
事
業
計
画
案
、
創
立
5
0

周
年
記
念
事
業
計
画
案
、

令
和
４
年
度
収
支
予
算
案
、

役
員
承
認
案
の
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
に
は
会
員
工
１
２

名
中
、
１
０
５
名
（
委
任
状

含
む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

▼
会
員
研
修
会
・
会
員
懇
談
会

例
年
、
定
期
総
会
終
了
後

に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開

催
を
見
送
り
ま
し
た
。

▼
役
員
会

役
員
会
を
５
月
1
7日
、
1
2
　

月
７
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
７
日
に
第
３
回

役
員
会
を
開
催
予
定
で
す
。

（
第
↓

回
）

・
定
期
総
会
議
案
、
運
営

（
第
２
回
）

・
創
立
5
0周
年
記
念
式
典
及
び

祝
賀
会
の
振
り
返
り

（
第
３
回
）

・
令
和
５
年
度
事
業
計
画
、
予

算
の
骨
格
（
予
定
）

第１回役員会

▼
正
副
会
長
会

正
副
会
長
会
（
会
長
・
副

会
長
４
名
・
庶
務
理
事
・
会

計
理
事
で
構
成
）
を
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。

「
今
年
度
の
主
な
議
題
」

・
定
期
総
会
の
開
催
・
議
案
書

・
表
彰
候
補
者
推
薦
（
関
連
記

事
７
頁
）

・
創
立
5
0周
年
記
念
事
業

・
広
報
委
員
会
の
開
催

・
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
支
援
団
体

と
の
懇
談
会

・
市
長
・
副
市
長
と
正
副
会
長

会
と
の
意
見
交
換
会

・
市
附
属
機
関
等
委
員
の
推
薦

・
市
附
属
機
関
等
の
出
席
報
告

・
仙
台
市
か
ら
の
説
明
事
項

（
防
災
・
ご
み

減
量
・
地
域

福
祉
・
等
）

▼
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
支
援
団
体

と
の
懇
談
会

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
せ
ん
だ
い
・
み
や
ぎ

と
の
懇
談
会
を
１１
月
2
2日
に
開

催
し
ま
し
た
。
防
犯
防
災
・
福

祉
面
な
ど
で
マ
ン

シ
ョ
ン
居
住

者
と
地
域
の
結
び
つ
き
が
よ
り

高
ま
っ
て
お
り
、
町
内
会
へ
の

加
入
を
ど
う
促
進
し
て
い
く
の

か
等
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

フ　ｊﾉニ

ヨン管理支援 団体との懇談 会マ ン シ

▼
市
長
・
副
市
長
と
正
副
会
長

会
と
の
意
見
交
換
会

１
月
2
4日
に
正
副
会
長
会
の

メ
ン
バ
ー
７
名

が
郡
和
子
市

長
、
藤
本
章
副
市
長
、
高
橋
新

悦
副
市
長
を
訪
問
し
、
創
立
5
0

周
年
記
念
事
業
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
の
町
内
会
活
動
、
地
域
交

通
、
防
災
・
減
災
や
防
犯
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、
１
時
間
余
り

に
わ
た
り
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

市長・副市長と正副会長会との意見交換会

▼
創
立
5
0周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会

記
念
式
典
・
祝
賀
会
小
委
員

会
を
４
月
、
７
月
、
９
月
、
1
0

月
の
計
４
回
開
催
し
、
昨
年
度

か
ら
開
催
を
延
期
し
た
、
創
立
5
0

周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀

会
の
実
施
内
容
、
当
日
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
招
待
者
、
記
念
講

演
講
師
等
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

定 年後 の 生きがいづくり

⑤ 般家庭では………植木剪定・草取り・ガラス拭き・家事支援など

疹企業や団体では……商品やカードの整理・施設の清掃・調理補助など
饗膳ダ
＊詳しくはお問い合わせください。

●　伊　　公益社団法人くｒ
仙 台 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー

會 …お問い合わせは → 本 部 登２１４-６２６２／北部支部昔３７５－1３７０仙 心 常 々y ll バ` ＿　!ilE;
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類

創

立
5
0

周

年

記

念

事

業
3
G
I
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ｌａ

３ａ

Ｍ

ａ

ａ

ａ

１
９
１
ｇ

３ｓ
t
?ａ
?
ａ
t
ａ

ａ

▼

創

立
5
0

周

年

記

念

式

典

・

祝

賀

会

1 0

月

昿
Ｊ

日

に

昨

年

度

か

ら

開

催

を

延

期

し

て

い

た

、

創

立
5
0

周

年

記

念

式

典

を

「

仙

台

国

際

セ

ン

タ

ー

大

ホ

ー

ル

」

で

、

祝

賀

会

を

「

ホ

テ

ル

メ

ト

ロ

ポ

リ

タ

ン

仙

台

」

で

開

催

し

ま

し

た

。記念式典開会宣言

記
念
式
典
に
は
、
ご
来
賓
、

各
地
区
連
合
町
内
会
長
、
単
位

町
内
会
長
合
わ
せ
て
２
８
５
名

が
出
席
し
、
記
念
式
典
は
、
菅

井
茂
記
念
式
典
・
祝
賀
会
小
委

員
会
委
員
長
の
開
会
宣
言
、
島

田
福
男
会
長
の
主
催
者
挨
拶
に

続
き
、
郡
和
子
仙
台
市
長
、
村

井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
、
長
谷
川

敬
二
全
国
自
治
会
連
合
会
長
か

ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、
記

念
講
演
と
し
て
渡
退
浩
文
東
北

工
業
大
学
学
長
を
講
師
に
迎
え

「
災
害
研
究
か
ら
考
え
る
地
域

の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
」
と

題
し
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

記念講演

祝
賀
会
に
は
ご
来
賓
、
各
地

区
連
合
町
内
会
長
合
わ
せ
て

１
２
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
町
内
会
加
入
促
進
事
業

創
立
5
0周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
仙
台
市
と
の
共
催

で
、
町
内
会
へ
の
効
果
的
な
加

入
促
進
を
図
る
た
め
、
町
内
会

未
加
入
者
、
転
入
者
を
対
象
と

し

た
、
地
下

鉄
・

バ
ス
車
両

や
、
地
下
鉄
駅
へ
の
広
告
掲
出

を
行
っ
た
ほ
か
、
仙
台
弁
こ
け

し
を
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
、

若
い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
、
新
た
な
チ
ラ
シ
を
作
成
し

ま
し
た
。
加
入
促
進
に
つ
な
が

る
よ
う
、
様
々
な
場
面
で
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
仙
台
市
公

式
動
画

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
せ
ん
だ
い
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
」
で
、
町
内
会
が
地
域
の

た
め
に
行
っ
て
い
る
活
動
等
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
動
画
を
４

本
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
左
の
二
次

元

バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
読
み

取
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

○

こころ に､「生 きる､ お 葬 式｣ をプ ロデュースする 。私 たち は､ 典 礼会 館です 。
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ｊ

Ｖ
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各
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会

令
和
４
年
度
活
動
状
況

△
定
期
総
会

令
和
３
年
度
事
業
・
決
算

報
告
や
令
和
４
年
度
事
業
・

予
算
案
な
ど
が
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。（

５
月
1
2日
）

△
役
員
会
（
４
回
）

△
定
例
会

全
３
回
開
催
し
、
事
業
の

実
施
内
容
や
地
域
課
題
に
つ

い
て
、
活
発
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し

た
。

（
６
月
1
3日
・
1
0月
６
日

1
2月
2
0日
）

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

新
任
町
内
会
長
5
0名
の
参

加
。
市
職
員
や
現
役
町
内
会

長
が
講
師
と
し
て
、
町
内
会

活
動
に
係
る
制
度
や
事
例
を

紹
介
し
ま
し
た
。

（
６
月
2
9日
）

△
会
員
研
修
会

地
域
で
の
活
動
事
例
紹
介

な
ど
、
各
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
　
　
（
２
月
1
3日
）

△
担
当
理
事
活
動

・
防
災
…
青
葉
区
及
び
宮
城

総
合
支
所
管
内
総
合
防
災

訓
練
が
３
年
ぶ
り
に
実
施

さ
れ
、
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

マ

ン

シ
ョ
ン

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ
の
形
成
促
進
に
取
り
組

み
、
町
内
会
加
入
、
結
成
に

つ
い
て
働
き
か
け
る
た
め
に

訪
問
を
行
っ
た
ほ
か
、
青
葉

区
民
ま
つ
り
に
て
、
ブ
ー
ス

出
店
し
区
連
協
や
町
内
会
活

動
に
つ
い
て
広
報
し
ま
し
た
。

6丿29 新任町内 会長研修会

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て

小
松
島
学
区
町
内
会
連
合
会

会
長
　
大
柳

小
松
島
学
区
は
仙
台
駅
よ

が
一
望
で
き
る
、
通
勤
、

に
便
利
な
住
宅
街
で
す
。

合
町
内
会
は
2
4町
内
会

さ
れ
、
加
盟
世
帯
数
は

７
０
０
と
な
っ
て
お
り

主
催
行
事
は
、
夏
の

ミ
ユ
ニ
テ
イ
ま
つ
り
、

区
民
防
災
訓
練
、
冬
の
区 秋 福 ま 約 で

の祉す ４構当通 ル帯 によ
学コ　 成` 連学 群か 位り弘

役
所

と
の
地
域
懇
談
会
で
す
。
地
域

諸
団
体
と
連
携
し
て
、
よ
り
良

い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

現
在
、
老
朽
化
が
著
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
て
替

え
の
要
望
集
約
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
学
区
民
が
よ
り
利

用
し
易
く
、
よ
り
多
く
の
来
館

者
が
溢
れ
る
施
設
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
宮

城
管
内
町

内
会
長

連

絡
会
】

△
定
期

総
会

（
５
月

書
面

開
催
）

新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感
染

症
拡
大

防
止

の
観
点
か

ら
書
面

表
決
に

よ
り
開
催
し

、

令
和
３

年
度
事
業

報
告

・
収
支

決
算

報

告
、

令

和

４

年

度

事

業

計

画

案

・
収
支

予
算
案

に
つ

い
て
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

△
役
員
会

（
６

回
）

△
臨
時
役

員
会

（
Ｉ

回
）

△
市

長
講
演

会

・
会

長
研

修
会

（
Ｈ

月

側一
日
）

町

内

会

長
5
7
名

参

加

の

も

と
、
『
「
１
０
９

万
市

民

の
総

合

力

に

よ

る

防

災

」

を

目

指

し

て
』

と
題
し

た
市
長

講
演
、
町

内

会
長

に
よ

る
実

践

報
告
、

ま

た
仙
台

市
防
災

減
災
ア

ド

バ
イ

ザ
ー
に

よ

る
コ

ロ
ナ

禍
の
避
難

な

ど

に

つ

い

て

講

演

を

聴

講

し

、
避
難

所
運

営
に
関

す

る
情

報
を
共

有
し
ま
し

た
。

子
ど
も
達
は
地
域
の
「
宝
」

大
沢
小
学
区
連
合
町
内
会

会
長
　

伊
藤
　

勝
衛

当
連
合
町
内
会
の
特
徴
は
、

何
と
言
っ
で
も
人
々
の
温
か
さ

と
風
光
明
媚
な
自
然
で
す
。
そ

れ
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、

Ｈ
あ
る
町
内
会
の
連
携
と
活
動

は
強
固
で
す
。
防
災
、
防
犯
活

動
は
勿
論
の
こ
と
、
お
祭
り
も

夏
の
み
な
ら
ず
、
神
社
で
の
お

祭
り
、
毎
年
１１
月
に
は
、
自
然

薯
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
は
地
域
に
と
っ

て
は
「
宝
」
で
す
の
で
、
交
通

安
全
協
会
と
も
連
携
し
、
登
下

校
の
見

守

り

を
行

っ
て
い

ま

す
。
元

気

な
子

供

だ

ち
と

学

校
、
地
域
と
自
然
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ
ン

が
活
力

の
源
で

す
。
こ
こ
田
園
に
も
白
鳥
が
飛

来
し
て
き
て
い
ま
す
。
益
々
楽

し
み
が
広
か
っ
て
い
く
当
連
合

で
す
。

登下校時の見守り活動
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宮

城

野

区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

△
総
会令

和
３
年
度
事
業
報
告
、

同
収
支
決
算
報
告
皿

び
に
令

和
４
年
度
事
業
計
画
案
、
同

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
４

月
2
7日
）

△
定
例
会

（
５
回
）

事
業
内
容
等
の
協
議
及
び

情
報
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

３
年
振
り
に
開
催
。
4
6名

の
参
加
。
「
町
内
会

活
動
の

手
引
き
」
を
基
に
、
区
担
当

課
等
か
ら
支
援
制
度
等
の
説

明
か
あ
り
ま
し
た
。

（

７
月
2
7日

）

△
連
合
町
内
会
長
移
動
研
修
会

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
研

修
会
を
中
正
し
ま
し
た
。

地
域
密
着
の
町
内
会
を
目
指
し
て

西
山
学
区
町
内
会
連
合
会

会
長
　

門
閥
　
栄
松

西
山
学
区
町
内
会
連
合
会
は

宮
城
野
区
の
連
合
町
内
会
の
中

で
は
最
も
新
し
く
、
平
成
３
年

４

月
に
発
足
し
ま
し
た
。
町
内

会
数
は
Ｈ
町
内
会
で
、
約
１
、

８
０
０
世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

西

山

地

域
（
西
山

小

学

校

区
）
は
仙
台
市
東
部
地
区
に
あ

り
、
南
は
束
仙
台
地
域
、
北
は

鶴
ヶ
谷
団
地
の
中
間
に
位
置
し

て
お
り
、
静
か
な
住
宅
地
の
中

に
あ
り
ま
す
。
近
く
に
は
仙
台

市
指
定
有
形
文
化
財
の

「
善
感

寺
」
が
あ
り
、
遠
方
か
ら
も
多

く
の
参
拝
者

が
お
見
え
に
な
り

ま
す
。

当
連
合
会
の
主
な
活
動
と
し

て
は
、
定
期
的
な
防
犯
・
交
通

安
全
活
動
に
よ
り
地
域
住
民
の

安

全
確

保
に

努
め
て

い

る
ほ

か
、
西
山
体
育
振
興
会
と
連
携

し
た
学
区
民
運
動
ま
つ
り
を
開

催
す
る
な
ど
、
子
ど
も
達
や
住

民
と
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
と
し
た

「
総
合
防
災
訓
練
」

を
西
山
小
学
校
、
中
学
校
と
連

携
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
住

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
災
害

発
生
時
の
即
応
体
制
の
確
立
を

図

っ
て

い

ま
す
。
特

に
小

学

校
・
中
学
校
の
南
側
の
の
り
面

は
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に

な
っ
て
お
り
、
い
つ
何
時
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
た
め
、
大
変
重
要
な
訓
練
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総合防災訓練

こ
の
ほ
か
、
燕
沢
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
、
地

域
住
民
、
認
知
症
の
方
々
や
そ

の
ご
家
族
の
皆
様
に
お
茶
会
な

ど
を
通
じ
て
医
療
や
福
祉
等
の

情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
と
協

力
し
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

’
　

・
・
’
゛

）゙
゛ゝ

’゙”

｀
’
。
’
｀ゝ

　
　
ｒ一
　

ｒ

若

林

区

じ

よ

丿

連

合

町

内

会

長

協

議

会

△

総

会令

和

３

年

度

事

業

報

告

・

収

支

決

算

報

告

、

令

和

４

年
　

度

事

業

計

画

案

・

収

支

予

算
　

案

に

つ

い

て

、

原

案

通

り

承
　

認

さ

れ

ま

し

た

。（

５

月
1
9

日

）

△

理

事

会

（
1
0

回

）

△

理

事

会

研

修

会

七

郷

地

区

・

六

郷

地

区

防
　

災

集

団

移

転

跡

地

が

復

興

し
　

た

様

子

を

視

察

し

ま

し

た

。

（

６

月
1
3

日

）

理事会研修会
海岸公園センターハウス

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

町
内
会
長
・
副
会
長
2
4名

と
役
員
の
参
加
。
若
林
区
海

浜
エ
リ
ア
活
性
化
企
画
室
長

よ
り
「
仙
台
海
手
（
う
み
の

て
）
の
新
た
な
賑
わ
い
づ
く

り
」

に

つ

い

て
、

若

林
区

地

域
力

推

進
担

当

課
長
よ

り

「
地
域
み
ん
な
で
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
講

演
、
「
町
内
会

活
動

の
手
引

き
」
を
基
に
町
内
会
の
役
割

や
各
種
助
成
等
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
　
（
７
月
2
9日
）

△
町
内
会
長
移
動
研
修
会

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
移

動
研
修
会
を
中
止
し
ま
し
た
。

地
学
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り

連
坊
地
区
町
内
会
連
合
会

会
長
　

佐
竹
　
伸
彦

東
北
学
院
大
学
の
五
橋
キ
ャ

ン
パ
ス
開
学

が
目
前
に
迫
り
ま

し
た
。

当

連

合
会

で

は
、

大

学

の

ハ
ー
ド

ー
ソ
フ
ト
両
面
の
支
援

を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
学
連
携
推
進
に
あ
た
り
、

令
和
３
年
度
は
、
大
学
と
連
坊

地
区
双
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
大
学
側
に
は

「
地
区
へ
の
理
解

や
関
心

が
薄

い
こ
と
」
　「
お
互
い
の
信
頼
関

係
の
構
築
が
必
要
な
こ
と
」
な

ど
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
今
年
度

は
、
大
学
と
の
定
期
的
な
意
見

交
換
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
と
地
区

の
魅
力
を
伝
え
る
動
画
を
つ
く

り
、
広
報
に
活
用
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
た
な
協
働
事
業

の
企
画
推
進
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

想いをカタチに、モノづくりをプロデュースする

ｓＩＧＮ＆ＤＩｓＰＬＡＹ

Ｏ ｏ ｕ ｃｈｉ Ｋ ｏ ｕ ｇ ｅｉ

動画制作で取材をする大学生

琵 オ フtウ ヂ エ 芸　UgL : http:// ｏｏuchi-k.ｃｏｍ

〒984-0014 宮城県仙台市若林区六丁の目元町3-8TEL 022-286-1515(

代)
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太

白

区
　
　
　
　

一
…
…
　

連
合

町
内
会

長
協

議
会

△
総
会令

和
３

年

度
事
業

報
告

・

収
支
決

算
報

告
、

令
和
４
年

度
事
業

計
画

案

・
予
算
案

等

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

（
５

月
1
3
日
）

△
新
任
町
内

会

長
研
修
会

太

白

区

中

央

市

民

セ

ン

タ
ー
に
て

、

新
任
町
内

会
長

3
2名

の
参
加

を
得
て

開
催
し

ま
し

た
。

町
内

会

組
織
の
概

要
や

各
種

助

成
制
度

に
関
す

る
講
話

等
を
行

い

ま
し

た
。

（
６

月
2
9
日
）

△
全
体
会

全
３

回
開
催

し
、
事

業
の

実

施
内
容

等
に

つ
い
て

活
発

に
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

（
６
月
８

日

・
1
0
月
７

日

。

１

月
2
7
日
）

△
移
動

研
修

会

福

島

県

相

馬

市

を

視

察

し
、

震
災

復
興

の
現
状

や
防

災

・
減
災

へ

の
取

組
み
に

関

す

る
研

修
会

を

開
催
し

ま
し

た
。
　
　
　
　
　
（
Ｈ

月
１

日
）

△
重
点
テ

ー

マ

「
仙

台

市

災

害

時
要

援
護

者
避
難

支
援

プ
ラ
ン
」

に

お

け

る
町

内
会

の
役
割

に
関
す

る
研

修
会

を
実
施
し
ま
し

た
。

（
１

月
Ｈ
日
）

地
域
の
安
全
安
心
な

街
づ
く
り
を
目
指
し
て

山
田
鈎
取
地
域
町
内
会
連
合
会

会
長
　
鈴
木
　
公
至

山
田
鈎
取
地
域
町
内
会
連

合
会
は
、
太
白
区
北
西
に
位

置
し
、
Ｈ

単
位
町
内
会
・
約

３
、
５
０
０
世
帯
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
内
に
は

田
上
ノ
台
遺
跡
」

が
あ
り
、

¬山

４
、
０
０
０
年
前
縄
文
時
代

期
の
土
器
・
石
器
等
が
発
掘

れ
る
な
ど
、
古
代
ロ
マ
ン
あ

れ
た
街
で
す
。

ふ さ 中 約

今
年
は
、
３
年
ほ
ど
実
施
し

て
い
な
い
地
域
防
災
訓
練
を
実

施
し
た
く
、
再
三
に
亘
り
検
討

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
８
月

時
点
で
の
感
染
状
況
か
ら
今
年

の
訓
練
実
施
を
断
念
し
、
い
つ

何
時
で
も
避
難
所
開
設
が
で
き

る
よ
う
各
防
災
倉
庫
の
点
検
を

行
う
な
ど
、
避
難
所
施
設
管
理

者
・
各
町
内
会
代
表
者
・
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
連
携
を
強
化

し
て
い
る
所
で
す
。

ま
た
、
例
年
継
続
し
て
実
施

し
て
い
る
事
業
と
し
て
、
平
成
2
8

年
度
に
発
行
し
た
「
山
田
鈎

取
ま
ち
物
語
」
と
そ
の
後
に
作

成
し
た
「
管
内
の
史
跡
を
巡
る

マ
ッ
プ
」
を
活
用
し
た
史
跡
探

訪
会
を
一
般
の
方
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
上
野
山
小

学
校
３
年
生
を
対
象
と
し
た
管

内
の
史
跡
巡
り
を
実
施
し
、
地

域
の
歴
史
に
つ
い
て
学
習
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
社
会
に
安
全

安
心
な
生
活
の
活
性
化
、
福
祉

の
ま
ち
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
目

指
し
こ
れ
か
ら
も
会
員
一
同
頑

張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

史跡探訪会

住
み
や
す
いま

ち
づ
く
り
の
推
進

人
来
田
学
区
連
合
町
内
会

会
長
　
権
瓶
　
洋
久

人
来
田
学
区
連
合
町

内
会

は
、
平
成
1
2年
４
月
に
結
成

さ
れ
、
日
本
平
曙
、
仙

台
南

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
羽
黒
台
、
萩

の
台
、
望
洋
台
の
５
町
内
会

と
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
日
赤

奉
仕
団
、
共
同
募
金
会
、
体
育

振
興
会
の
４
団
体
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
毎
月
第
２
金
曜
日

に
役
員
会
を
開
催
し
、
地
域
で

の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
等

を
行
い
、
意
思
疎
通
を
図
っ
て

い
ま
す
。

例
年
で
す
と
、
学
区
民
運
動

会
や
夏
祭
り
、
敬
老
祝
賀
会
等

を
開
催
し
、
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
も

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
共
催
で

「
人
来
田
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
」
「
年
賀
交
歓
会
」

等
を
開
催
し
、
地
域
住
民
と
の

交
流
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

人
来
田
地
区
内
に
は
、
小
学

校
と
中
学
校
、
社
会
福
祉
法
人

の
施
設
も
数
か
所
あ
り
、
防
災

訓
練
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
等
を

通
じ
て
地
域
の
団
体
と
の
交
流

も
深
め
て
い
ま
す
。
救
護
施
設

太
白
荘
と
は
「
災
害
時
の
地
域
協

力
体
制
」
に
か
か
る
覚
書
を
締
結

し
て
お
り
、
災
害
時
に
は
高
齢

や
障
害
を
有
す
る
な
ど
、
支
援

が
必
要
な
方
に
対
し
て
施
設
設

備
の
利
用
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
多
く
の
行
事
が
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な

中
で
も
各
町
内
会
と
と
も
に
創

意
工
夫
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
ご
み
集

積
所
の
改
善
や
、
買
い
物
難
民

対
策
に
取
り
組
み
中
で
す
。

年賀交歓会

オフ ィスを 進化させ、

ビジネスライフを快適に する。

、 ≡　i

仙台 市太白区 長町五丁目３-３

本社 営業部　 雲 ２４９-2121
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年 ３ 月
５

令和仙 台 市 連 合 町 内 会 長 会 だ よ り第32号
７

泉

区

ノ

連
合
町

内
会

長
協

議
会

△
総
会令

和
３

年

度
事
業

・
決
算

報
告
や

令
和
４

年
度

事
業
計

画

・
収

支
予
算

案
な

ど
に
つ

い
て
、
原

案

通
り
承

認
さ
れ

ま
し

た
。
　
　

（
５

月
1
6
日
）

△
新
任
単
位
町
内
会
役
員
研
修
会

当

協

議
会
会
長

よ
り
町
内

会

運
営

に
つ

い
て

講
演
、

区

の
担
当

課
よ
り

「
町

内
会

活

動

の
手

引

き
（

当

協

議
会

発

行

）
」

を
基
に
、

支
援
制

度

等
に

つ

い
て

説
明

が
あ
り
ま

し

た
。
　
　
　
　
（
６

月
1
3
日
）

△
連
合

町
内

会
長
研

修
会

南
三
陸
町

・
石

巻
市

を
訪

れ
、

東
日

本
大
震

災

の
被

災

地
に

お
け

る
復
興

の
状
況

な

ど

を
視
察
し

ま
し

た
。

（
Ｈ

月
3
0
日
）

△
単
位
町

内
会

長
研
修

会

将

監
市

民
セ
ン

タ
ー

を
会

場
に
、

片
平

地
区

ま
ち
づ

く

り
会

の
今

野
均

（
ひ
と
し
）

氏

を

講

師

に

お

招

き

し
、

「
片
平

地

区

に

お

け

る
世

代

間

交

流

の

実

践

」

と

題

し

て

、
ご

講
演

い
た
だ

き
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
（
１

月
1
9
日
）

住
み

た
い
と

選

ば
れ
る

ま
ち
を
め

ざ
し
て
Ｉ
・

将
監
町
内
会
自
治
会
連
絡
協
議
会

会

長
　

樋

口
　

稔
夫

将

監
地

域
は
、
宮

城
県

が
東

北

一
の
大
団

地
と
標

榜
し
て

建

設
、
昭
和
脂
年
末
に
入
居
開
始

し
、
早
い
も
の
で
来
年
度
に
当

協
議
会
も
創
立
5
0周
年
を
迎
え

ま
す
。
入
居
当
時
は
何
も
か
も

新
し
く
、
子
供
達
の
元
気
な
声

が
溢
れ
、
賑
や
か
な
活
気
の
あ

る
街
で
し
た
。
し
か
し
、
経
年

と
共
に
少
子
高
齢
化
の
進
展
と

周
辺
地
域
の
目
覚
ま
し
い
発
展

な
ど
に
よ
る
社
会
環
境
の
激
変

も
加
わ
り
、
近
年
は
日
常
生
活

な
ど
に
影
響
が
出
る
ほ
ど
地
域

が
衰
退
し
、
相
対
的
に
活
力
も

低
下
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
度
仙

台
市
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

施
設
を
複
合
化
し
た
新
た
な
市

民
セ
ン
タ
ー
も
オ
ー
プ
ン
、
こ

れ
か
ら
は
、
地
下
鉄
泉
中
央
駅

か
ら
至
近
に
あ
る
地
の
利
を
生

か
し
、
個
性
的
で
子
孫
末
代
ま

で
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
を
持
っ
た
活

動
、
「
住
み
た
い
と
選
ば
れ
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て
！
」
を
合
言

葉
に
、
地
道
な
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

将監地区の桜並木

▼
旭
日
単
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）

袖渾勝義さん

青葉区

上川前

町内会会長

坂 入 幹 雄 さ ん

宮城野区

朝日プ ラザ幸町

町内会会長

山口　強さん

太白区

ダイア

町内会会長

▼
総
務
大
臣
表
彰

小野譚一さん　 三野宮利男さん　 今野　均さん

青葉区

花壇大手町

町内会会長

太白区

郡山三丁 目

親和会会長

泉区

南光台五丁 目

町内会会長

▼

全

国

自

治

会

連

合

会

表

彰

後

藤
　

潮

さ

ん

青

葉

区

北

五

十

人

町

地

区

町

友

会

会

長

三

野

宮
　

利

男

さ

ん

太

白

区

郡

山

三

丁

目

親

和

会

会

長

▼

宮

城

県

自

治

会

連

合

会

表

彰

畑

林
　

義

美

さ

ん

青

葉

区

北

四

五

東

部

町

内

会

会

長
　

熊

谷
　

英

昭

さ

ん

青

葉

区

国

見

ヶ

丘

四

丁

目
町

内

会

会

長

影

山
　

明

彦

さ

ん

青
葉
区
錦
ケ
丘
セ
ン
ト
ラ
ル
（

イ
ツ
自
治
会
会
長

堀

江
　

良

彦

さ

ん

青

葉

区

春

日

町

町

内

会

会

長

仲

嶋
　

一

雄

さ

ん

宮

城

野

区

宮

千

代

町

内

会

会

長

松

岡
　

幸

雄

さ

ん

若

林

区

若

林

四

丁

目

町

内

会

会

長
　

藤

田
　

宏

さ

ん

若

林

区

大

和

町

五

丁

目

町

内

会

会

長

高

橋
　

ミ

サ

ワ

さ

ん

若

林

区

木

ノ

下

町

内

会

会

長

川

村
　

祐

毅

さ

ん

太

白

区

中

田

町

南

町

内

会

会

長

野

又
　

勝

行

さ

ん

太

白

区

向

山

第

三

町

内

会

会

長

▼

仙

台

市

連

合

町

内

会

長

会

表

彰

今

野
　

利

正

さ

ん

青

葉

区

中

江

地

区

町

内

会

連

合

会

会

長

渡

澄
　

剛

伯

さ

ん

青

葉

区

通

町

地

区

町

内

会

連

合

会

会

長

庄

子
　

隆

さ

ん

青
葉

区
落

合

栗

生

地

区
連

合

町
内

会

会
長

大

西
　

憲

三

さ

ん

宮

城

野
区

燕

沢

学

区
町

内

会

連
合

会

会
長

菊

地
　

条

司

さ

ん

若

林

区

七

郷

地

区

町

内

会

連

合

会

会

長
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区　 名 � 青葉区 � 宮城野区 � 若林区 � 太白区 � 泉　区 �
自仙
治台
組市
織の

区 連 合 町 内

会 長 協 議 会

会　　　　 長 �
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島田　福男 � 井上　範一 � 菅井　　 茂 �

醤

鈴木　公至 �

急

傅野　 貞雄 ������市合計

連 合 会 数 �38 連合会 �13 連合会 �9 連合会 �23 連合会 �29 連合会 �112 連合会

町 内 会 数 �508(469) �　214(208) �　178(169) �　276(264) �　208(186) �　1,384(1,296)

加　　　　 入

世　 帯　 数 �116,770(H3,847)�72,606(72,186) �53,657(52,003) �81,143(79,409) �79,895(71,366) �404,071(388,811)

総 世 帯 数 �166,913 �97,697 �70,099 �108,282 �94,885 �537,876

加　 人　 率 �70.0 ％ �74.3 ％ �76.5 ％ �74.9 ％ �84.2 ％ �75.1 ％

注 １

注 ２

令和４年６月１日現在

上段の数はすべての町内会数、（　）は連合町内会に加 入している町内会数
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＊＊＊大沢市民センターは,地元の豊かな自然を生かした地域づくりを支援しています＊＊＊
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令和５年３月１日発行

頻 聯 賠シト 名 将 ＝慰;
求 二 謡 二 掛言こド 朧

｜

｜

｜

｜

｜

‐

－

－

－

｜

｜

｜

大沢･川前地域交流ネット｢あがれ！天旗｣実行委買会

大沢市民センター　　 共催
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例年大沢地域で行っている｢あがれ！天旗｣で揚げ

ている､紙と竹ひごでででiた｢するめ天旗｣を､ 紙を測

って切り出すところから作る、楽しい手作り講座です。

｢あがれ！天旗｣実行委買がていねいに教えますの

で、まずはＱ学だけでも大丈夫です。

手ぶらで おいでください。

８時:令和5 年３９１２日(日)IQ: ｅｅ～12: ＠ｅ

会場:赤坂集会所

(住所:仙台市 青葉区赤坂1 丁 且１４－９)

対 象:大沢中学校区にお住まいもしくは職場 がある

中学生以上の方。

申込:大沢市民センター窓口または電話で

受講料:無料

者 轡
“蕃

お心当たりの方は、窓口までお申し出の

上、お持ち帰りください。

お申し出のない忘れ物については、展示

終了後こちらで処分いたします。
ｌ
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令和５年度

「大沢朗々学園」受講生募集

明るく　元気に　楽し＜学びましよう

象

ｊ＊ 開催日時

＊内　　 容

ｉ＊費　　 用

ｊ＊申込方法

概ね６０歳以上　６０人程度

原則として第３木曜日　年間９回予定

１０時～１ １ 時３ ０分

(内容により変更もあり)

暮 ら し･ 健 康 ・音 楽･ 文 学 歴g=I･ 館 外 学 習 な どﾓ

実 費 負 担 あ り ∧　　　　　 ：

■　
・　　　　　　　　　　　　　　■　　 ■　　　　　　　　　ａ

宛 先 に 本 人 の 住 所 ・ 名 前 を 記 入 し た　　　 ミ

犀 節 用 は が き( ６ ３ 印1_ 牧 童 持 参 し
、　

ｊ

㎜㎜－ ＝======－===== －==== 〃=　 〃=　　　 ＝　　 ・

申 込 書 を 添 え て 窓 口 で お 申 込 み く だ さ い 。
、

(往復はがきでも可)

３月９日（木）～４月３０日（日）
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ぷ 減免 申 請 の 手 続き はお 済み で す か ？
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令和５ 年 度の 市民 セン タ４ 使用 料の 減免申 請

を受け 付け で｢い ますi………期間内 に減 免 登録手 続…………

きが 行わ れない 場合、令 和 ５ 年 ６ 月 分以降 の

■㎜　■■㎜■･-･･･-･=¶･ ････ ･ ■･　¶　　
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利用 につ いて 使用料 が 減免さ れない 場合 があ

りますのでご 注意ください。

詳しくは市民センター窓口までお問合せくだ
…… ……さ い

。
’ …………… ……… こ……………゙…… … … ゛ ……

◆このチラシはリサイクルできます◆
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大沢・川前地域小中学校合同発表会
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令和５年１ 月２８ 日（土）、２９ 日（日）の２ 日間、「大沢・川前地域小中学校合同発表会」を開

催しました。大沢小学校、川前小学校、大沢中学校の児童・生徒の作品の数ﾉﾏ が一堂に集まり、多

くの地域の方ﾉﾏ に作品を見ていただきました。来場された方からは、「地域の子ども達の 作品に触れ

心が温かくなりました。」、「のびのびとした作品ばかりで感動しました。」、「子ども達の普段の様子

が見られてよかった。」などの感想をいただき、とても好評でした。

ご協力いただきました各学校関係者の皆様、ご来場くださいました地域の皆様、ありがとうござ

い まし た。

たくさんのご家族が、自分のお子さんの作品

贈

各学校の紹介や中学校の部活動紹介などの映像を上映
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体 育 館 個 人 利 用 日 に つ い て

毎 月 第 ２ 日 曜 日 で す

。
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～21:

０ ０ ）

● ３ 月 １ ２ 日 （ 日 ）

【 ２ 時 間 大 人 ２ ４ ０ 円

，

小 中 学 生 １ ２ ０ 円 】　 う

※ 用 具 は 各 自 ご 持 参 く だ さ い

。

※ 予 約 は で き ま せ ん
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３月 の施設利用湾回 申し込み　
疹

●５月分抽選確定　　３/２（木）～３/９（木）　 に’

●５月分空室申込み　３/IO （金）～

●６月分抽選申込み　３/16 （木）～３/31 （金）

妥

これらの記事は、２０２３年２ 月２０日現在の情報をもとに記載しています。

最新の閤報は、窓口や市民センターホームページをご確認ください。
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仙台市宮城子ども会
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子ども会は、地域体験の宝庫

■||圖Ｉ 圖 千万■||圖Ｉ 圖

新入学小学１年生の保護者向けチラシ2023 年版

皿 子ども会は、子どもたちの健やかな成長に欠かせない様ﾉﾏな体験や多くの人との出会
■ いをもたらしてくれます。子育てを楽しむ仲間ができることも、子ども会の大きな魅

力です!

圖Ｉ 疆||

宮城教育大学 教育支援コーディネーター 野潭 令照

■.:丿1万1万万‘..I.j■II 麟 圓 ■ 八■ Ｉ 扁II ■ ∧1 圖 ■| 回国 里 ∧

㎜　 羅 絲 ■ ㎜

ｔ みなさんの声

子ども 会に 入るには、地域の 子ども会に お声がけく ださ い ！

地1或の了ども会が不明な場合は仙台市子ども会連合会にお問い合わせ≪

ださい。（連合会に加盟していない子ども会については、情報不足でご案

内できない場合がありますのでご了承＜ださい）
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目
■
■

㎜　 朧 皿 ㎜ ＝

発 行 仙 台 市 子 ど も 会 連 合 会

連 絡 先　 ０８０-1141- ３２８６

回 ｓｅｎｋｏrｅｎ＠mirr ｏr.ｏｃｎ.ｎｅjｐ

やＳ 瞳? ”゙ 　 回ｌ
事務所運営臼

毎週火曜・金曜
１０～１６時

－i:



公益財団法人　仙台ひと・まち交流財団

ブ

ｉ

回 生白:ﾄﾐF

゛
＼ |

…
… … 

ﾀﾞ
＼9　ｱﾚﾉ ＼j9 ＼,jl に

，

づ 八 毒y八jリ §…………=
ヽ1' I Ej･1=?　

轟 妙 ゜`11 万蜃,?,j回|･ ≠ ＼ 剔J
…

…
…lg 宍:i=　j ‰ 爽づ 嶮 ……゙ li‘

〒989-3ZIZ　 仙台市青葉区芋沢字赤坂 ３Ｚ-１９　

ＴＥＬ＆ＦＡＸ　　 ＯＺＺ（３９４ ）７３８６

☆各種お知らせはホームページからもご覧いただけます☆．

令和５年３月１日発行
㎜■■■㎜-･-　　 ■■■●≫-¶-･

遠 遊 声 罹 記 堕

藪 鏝 母

麟 麗 麗

月～金9:00 ～18:00

土　9=00 ～17:00　　

回 国

日曜日･祝日･年末年始

迦 些 芭と こ と こ・ご ご 。嘸 鈷 。
｜

！

ｌ

－

－

－

あ 首 う さ ぎ ち ゃ ん ・ こ あ ら ち ゃ ん　　　　　　　　　I,～　　..　･.
「 

扁

～ 合 同 お わ り の 会 ～
警 労 ｜
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今 年 度 最 後 び）活 動 ‾です 。 み ん な で 遊 び に 来 て'＜ だ さ い 。
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１　　１ 年間たくさ んあそんだお友だちとめ最終回です　　 ｉ　
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今年度最後のお話し会です　　　　　　 …
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: 場所：図書室　始象：乳幼児親子　定員：１０組程度
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~ 申 込 受 付 中 で す ～

○すべての行事の申し込みは随時行っています。定員になりしだいしめ切ります。電話または直接児童館へ。

○当日は、マスクの着用、検温、消毒等にご協力お願いします。

○２週間以内に感染流行国、または国内の感染流行地域へ旅行等でお出かけした方は、参加をお控えください。
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‐ 令和５年度幼児クラブ(ぱんだくらぶ)募集について

： 集団の中で
ヽ
友だちや親子の｢ 遊び｣ を通し

ヽ
友だちの輪を広げ

ヽ
健全な心と体の成長を図ることを

Ｉ目的としたクラブです．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．-．　　　　 ．=：　　

☆対　 象:　2 歳以上の親子　　20 組　　　　　　　　　　　　　　　　　
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☆ 申 込 み:　3/ 6( 月) ～　 直 接 児 童 館 乖 で お 越 し く だ さ い ．( 定 員 に な り 次 第 し め き り ま す)　　:
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０コロナ感染症拡大防止の影響ですべての行事が申込み・

定員制となっています。定員に達していない場合は当日申込

みも可能ですので、お気軽にお問合せ下さい。
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： 対 象 ： 乳 幼 児 親 子　　 ｌ Ｏ 組 程 度　E:　　　 月 ２ 回 位 で 活 動 中　　　　　;E　 対 象 ： 遊 び に 来 て く れ て い る　　 Ｅ

地 域 に お 住 い の 伊 藤 千 秋 さ ん に よ る:E 対 象 ： ２ ・ ３ 歳 児 親 子
（liﾑi ）::　　　　
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絵 本 や 紙 芝 居 の 世 界::　　　　　　 登 録 制　　　　　　　::　 か え る の 体 操 。 絵 本 。 手 あ そ び　　:E

を 楽 し み ま す
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：：　 １ 年 間 を 通 し て 親 子 ま た は 集　　E:　 な ど を 楽 し み ま す
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：　　 ※ 今 年 度 最 終 回 は　　　　　　
： ：　

団 で の 遊 び を 楽 し み ま す
。　　　　::　 何 を す る か は ， 当 日 の お た の し み　
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対象 ：

（月１～ ２回）１１

主に ○・１ 歳親子

各 回申込 制

：ＯＯ～　３０ 分程度
：：

８ 組程度

： ふれあいあそぴや手遊びなど。毎月体重・身長計測
：

もします。赤ちゃんとママのお友達づくりの場に♪
１ 今 年 度 最 後 は ３ 月 ８ 日 （ 水 ） 「 合 同 お わ り の 会 」 で す
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主に木曜日　 （月１～２回）１１ ：ＯＯ～　４５分程度

対象：幼児親子　１５組程度

各回申込制

毎回いろいろな親子あそびや簡単工作などをおこない

ます。お気軽にお申込みください。
ｔ

今年度最後は３月８日（水）「合同おわりの会」です

希壽・ 惑血鮪溢蕃億・ 磁笛弱萄爾政戟函嘔憚犀温邱ｓａｇ 尽罪魯盛砥瑞ｓ 麗麗伺淵濯匯ｕ 翼蜀辺ｓ

－ じど うか んか らの お知 らせと お願 い ー

･３月 ４日(土)は令和 ５年度児童クラブ入会説明会のため自由来館でのご利用はできませんのでご了承＜ださい。

･3 月14 日(火)は館内 ＷＡＸ 清掃のため午前中は室内の利用が出来ません。

･3 月２５日(土)～小学校がお休みのため遊べる場所･時間に制限があります。

･忘れ物･落し物はありませんか？３月末に一度処分いたしますのでご了承＜ださい。

頑『
嗚 ご理解･ご協力をお願いいたします
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川前小学校学年末・学年始休業日（4/9 まで）

　

火・金曜日の１１ ：１５頃に、あそびに来てくれたお友だちとチョツトした遊びを楽しみます。

このおたよりはリサイクルできます。紙類として分別しましよう。



大沢広陵地域包括支援センター広報紙

令和５年３月（第48号） 回心

太蛸広畑 鎧う当う 言言
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ｇみなさんは運転をはじめて何年ぐらいになりますか？シニアドライバーのみなさんは長い方ですと５～６０　`

年近く運転されているのではないかと思います。ベテランドライバーのみなさんは運転は慣れていらっしゃる

と思いますが、その分ご自身の運転のくせがついていたり、年齢を重ねるにつれ身体能力の変化があったり、運

転初心者の頃とはまた違った困りごとがでてきているのではないでしょうか。そのよう

なベテランドライバーの為にJAF （日本自動車連盟）では、実技講習会「ドライバース

セミナーシニアコース」を定期的に開催しているそうです。

JAF 宮城支部ご担当者様にお話を伺いました。

≪講習会の内容≫

・運転姿勢、基本操作をなめらかにできるか、車幅を自分で確認できて

いるかを確認します。

・周囲に三角コーンを並べた実車を使い、車の内外から危険性を確認し

たり、事故を防ぐために取るべき行動などを確認します。

・実は停止標識でしっかり停まっているドライバーはほとんどいません。

出会いがしらの事故が多いのはその為です。講習会では改めて一時停止 －

をしっかり確認できるかのトレーニングを行います。

鼻p々 il
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・その他三角コーンを一列に並べ、進路転換コース（スラローム）を運転するトレーニングや、急ブレーキ体験

見通しの悪い交差点の運転のトレーニングなども行います。

≪講習会の日程≫

毎年、年1 ～２ 回開催しています。来年度の開催日程は未定です

が、例年６～了月頃と秋口に開催することが多いです。開催日程はJAF

のホームページで発表しますが、電話でお問い合わせいただ

くこともできます。

・講習会の参加費は

全日コ ース　 一般 ３,３００ 円（税込） ＪＡＦ 会員２,２００ 円（ 税込）

半日コ ース　 一般２,２００ 円（税込）JAF 会員1, １００ 円（ 税込）

交通安全協会会員の方はJAF 会員と同額になり ます。

・会場は宮城県運転免許センタ ーです。

≪その他≫

・企業・団体の方向けに「実技インストラクター派遣」「座学講師派遣」も行っています。それぞれ交通安全を

専門としたインストラクター、座学講師を派遣するというものです。講習会の内容は、各団体の希望に合わせたも

のに調整できます。実技講習会の方は広い会場や、必要物品の搬入、複数のインストラクターが必要である為、派

遣料が数万円かかってしまうので、座学講習会からはじめていただくとよいのではないかと思います。

心 ● 心 ● 〃 ● 〃 ● 心 ● 心 ● 心 ● 心 ● 〃 ● 心 ● 〃 ● 〃 ● 〃 ● 心 ● 〃 ● 心 ● 〃 ● 〃 ● 心 ● 〃 ● 〃 ● 〃 ● 〃 ● 心 ● 〃 ●

もう１度ご自身の運転を見直してみたいと思われる方、地域で講習会を開いてみたいと思われる方は

JAF 宮城支 部　 雲　022-783-2826　 までご 連絡してみてく ださい。

ご不明な点は大沢広陵地域包括支援センタ ーまで　酋　０２２-３９９-６1５４



今回はみやぎ台にあります「リハビリステーションことのは」さんを

ご紹介します。

ことのはさんは介護保険の「短時間リハビリ特化型デイサービス」です。

リハビリが必要な介護サービス利用者の方ﾉﾏに個別プログラムを作成し、

筋肉、持久力、バランスなどを鍛えるトレーニングを行います。また、マ

ツサージやストレッチを行い痛みや体のこ わぱりを 改善し、 動きやすい体　 靉芦1!尹 扉？” …゙…………

を作るサポートをしています。

「痛みをとって運動し日常を楽しむ」をモットーに、ご利用者が運動や

痛みの改善を行うことで、よりよい生活を送ることができるようなサービ

スを提供されています。

" ● 心 ● 〃 ● 心 ● 〃 ● 〃 ● 〃 ● 心 ● 〃 ● 〃 ● 心 ● 〃 ● 〃 ● 〃 ● 心 ● 〃 ● 〃 ● 〃 ● 〃 ● 〃 ● 〃 ●

ことのはさんは運動や身体のサポートを通して地域を支えていら

つしゃいます。そこで今年度はことのはさんと包括支援センターで

協力しイベントを行いました。

Ｒ４.６月にはみやぎ台の大沢おとくクラブさんで体操や、徒手ケア

のご紹介をしていただきました。

Ｒ４.訓 月～Ｒ５.1月には、大沢市民センターを会場　iy 竺777吻

に３回シリーズ「みっちりメタポ講座」を一緒に行いました。

" ● 〃 ● 〃 ● 〃 ● 心 ● 心 ● 心 ● 心 ● 〃 ● 〃 ● 心 ● 〃 ● 〃 ● 心 ● 心 ● 〃 ● 〃 ●

ことのはさ んは介護保険事業所ですので、ご利用には手続きが必要で

す。ご不明な点は包括支援センタ ー（酋３９９-６１５４）までお問い合わ

前号の『地域のたからものコーナー』で「理事長の石田さんは６年程前からこの地域で犬のブリーダー

をされていたそうです。」と記載いたしましたが、「６年程前」⇒「２年程前」の誤りです。大変失礼いた

しました。お詫びして訂正させていただきます。

牛ｻ 類 参 紆 ………ﾆj]宍千 宍j|問 饌 回ｼ|万ﾌﾞjこﾙ牛ﾙ牛牛ｼ 搾白願 順 鸚 ㈲ 斜 年ﾙ

フ ードドライブとは各家庭で不要になった食料品を集めて各団体などや

お困りの方に寄付する活動のことです。ご家庭でご不要になったキャット

フ ード、ドッグフ ードがありましたらご寄付をいただけませんか？ご連絡

いただけましたらご自宅までご寄付の品をいただきにあがります。ご協力

Ｗ
をよろしくお願いいたします。この度は仙台市社会福祉協議会宮城支部様

からご寄付を頂きました どうもありがとうございま た

大沢広陵地域包括支援センター

大沢広陵地域包括支援センターサテライト

〒９８９-3211 仙台市青葉区赤坂２ 丁目16-1

〒９８９-３２１３ 仙台市青葉区大倉字大原新田２６-1２

ご 相 談 は ●　●　●　●　容０２２-３９９-６1 ５４
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/　6:45 ～19:15 の 間 の 実 働 ８ 時 間( 休 憩60 分)

l,¶

パート保育士も募集中！
～勤務時間・日数はご 相談ください～

※ご家族･ご友人などへお声がけいただけますと幸いです。

【 お 問 合 せ 】 受付時間（ 平日8=30 ～19=00 ）

］6ﾆ45 ｀19ﾆ15 （’）゙ 実 働8 時 剛 休 憩60 分 ）022

・232 ・s977
裂 回

］

］|ﾉ　 そ の 他 の 待 遇　　　　　　　　　　　　　　|
Ξl jci-kids ＠jci-kids.co.jp　　　　　 ・　　.
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ｻﾞﾑ　 社 会 保 険 完 備 昇 給 交 通 費 退 職 金 制 度　　　　 川 前 ぱ れつと保育 園（川 前児 童 館向 か い ）　　　　　 ’ﾉ ｿﾞ

ｽﾞｽ　 帰 省 手 当（年2 回 まで ）　　　　　　　　　　　　　　　　
〒989-3212 仙 台 市 青葉 区 芋 沢 字 赤 坂53-1　　　　
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